
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 平成３１年３月１５日発行 

生活支援体制整備事業 大雄支えあいネット通信 

～大雄支えあいネットの取り組み～ 

 

 

 

 

 

 

◎大雄支えあいネット（事務局） 

  横手市社会福祉協議会 大雄福祉センター内 電話：５２－３３１１ 

◎横手市まちづくり推進部 大雄市民サービス課 電話：５２－３９０５ 

 

 

 大雄支えあいネットは、大雄地域のいきいきサロン世話 

人、老人クラブ、婦人会、民生児童委員、福祉協力員、商 

工会女性部、市職員など１７名により構成されています。 

 一人ひとりが、いきいきと楽しく元気に、そして安心し   

      て居心地良く暮らせる地域づくりに向けて、情報の収集や

発信をしていく方法などについて協議をすすめております。 

 昨年度実施した、アンケート調査の結果『居場所』が必要という声が多い

ことから、大雄支えあいネットとして居場所をテーマに取り組み、把握した

各地区の活動状況を発信することにしました。 

第１号 

 居場所づくりは、人と人をつなげるこ

と。これから求める地域づくりのメイン

になるのではないかと思っております。 

 地域の様々な年代の皆さんより意見や

情報をいただきながら、温かみのある「ほ

っこりとした地域づくり」に皆さんも参

加してみませんか？ 

 大雄支えあいネットがお手伝い 

をしますので、お気軽にご相談く 

ださい。 

大雄支えあいネット 佐々木廣コーディネーターからのひとこと 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  出前講座終了後に、お菓子やお弁当を食べながら 

会話が盛り上がりました。赤ちゃんから高齢者まで 

幅広い年齢で楽しく行っています。３１年度はいき 

いきサロンとして計画的に開催してみたいと思って 

います。 

  地域の高齢化は桜森も同様で、楽しい居場所を提 

供していきたいです。 

  皆さん楽しいアイデア等よろしくお願いします！ 

 昨年の４月より大雄支えあいネットの 

構成員となり、地域の居場所について改 

めて考えてみると、私たちの桜森地区で 

も「お茶っこ飲みしたいな」と思うよう 

になりお試しサロンから始めてみました。 

１２月４日、桜森会館を会場に、横手 

市消費生活センターの出前講座「オレオ 

レ詐欺」等について詳しく説明をしてい 

ただき、とても参考になりました。 

「大雄支えあいネット」がスタートした

時から構成員としていろいろ話し合いに

参加してきました。 

私たちの地区でも以前から「お茶っこ飲

み会」をやりたいと話題にはなっていまし

たが、やっと実現し１２月６日に下狐塚児

童館で開催することができました。みなさ

ん楽しみにしながら集まってくれました。 

代表世話人 

髙橋美智子さん 

 
 この日は、昔ながらのエゴ作りをやりました。 

みんなが交代で鍋の底をこがさないように混ぜるの 

はなかなか根気が入りましたが、出来上がってから 

食べたエゴは格別に美味しかったです。 

 今年度はお試しサロンとしてやってみましたが、 

３１年度からは「スマイル狐塚サロン」として活動 

することにしました。皆さんに色々教えていただき 

ながらやってみたいと思っています。 
 

代表世話人 

佐々木米子さん 


